
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
勉
強
に
励
ん
だ

優
秀
な
少
年
た
ち
も

私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に

休
み
時
間
は
や
っ
ぱ
り
楽
し
み
で

笑
顔
に
な
れ
る
時
間

だ
っ
た
と
思
う

有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
勉
強
に
励
ん
だ

優
秀
な
少
年
た
ち
も

私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に

休
み
時
間
は
や
っ
ぱ
り
楽
し
み
で

笑
顔
に
な
れ
る
時
間

だ
っ
た
と
思
う

有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
勉
強
に
励
ん
だ

優
秀
な
少
年
た
ち
も

私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に

休
み
時
間
は
や
っ
ぱ
り
楽
し
み
で

笑
顔
に
な
れ
る
時
間

だ
っ
た
と
思
う

〜
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
再
現
事
業
の
休
み
時
間
〜

〜
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
再
現
事
業
の
休
み
時
間
〜

〜
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
再
現
事
業
の
休
み
時
間
〜

特 集  セミナリヨと
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月　曜 火　曜 水　曜 木　曜 金　曜 土　曜 日曜と祝日

起床、朝の祈り、ミサ、掃除

食事と休憩

１日の反省（良心の糾明）、夕べの祈り、就寝

食事と休養

学課の勉強（年少者はラテン語の単語を暗記）

ラテン語
（基本的には、教師の個人指導、上級生は下級生の勉強を見る）

ラテン語
（その週の復習）

日本語
（読み書きと作文）

日本語
（読み書きと作文）

日本語
（読み書きと作文）

日本語
（読み書きと作文）

自由時間
（入浴、散髪、告解
を行う）

別荘や
郊外で
遊ぶ
※雨天時は、
　屋内で休養か
　音楽

祝日のない
週の水曜日
は休息
（音楽の練習も
少しする）

ラテン語
（作文と暗証）

ラテン語の復習（年少者は、
日本語またはラテン語の読み書き）

ラテン語の復習（年少者は、
日本語またはラテン語の読み書き）

ラテン語
（作文と暗証）

音楽（歌と楽器） 音楽（歌と楽器）

霊的講話を聞く

話す練習

自由時間 自由時間

ヴァリニャーノは、冬期（10月半～2月中旬）は１時間おくらせ、夏場は休みを増やすように指示している。

1580年6月28日に、ヴァリニャーノが書いたセミナリヨの日課をもとに、時間割風にアレンジセミナリヨの日課表

参考文献　「八良尾のセミナリヨ」 片岡千鶴子　「長崎のキリシタン」 長崎県教育委員会
　　　　　『「有馬のセミナリヨ」関係資料集』 北有馬町
　　　　　「ヨーロッパ文化と日本文化」 ルイス・フロイス著、岡田章雄訳注（岩波文庫）

　
７
月
25
日
、
26
日
の
両
日
、
北

有
馬
町
の
願
心
寺
で
、
有
馬
の
セ

ミ
ナ
リ
ヨ
の
授
業
が
４
０
０
年
ぶ

り
に
再
現
さ
れ
ま
し
た
。
授
業
に

は
市
内
の
中
学
生
12
人
が
参
加
。

１
５
８
０
年
当
時
の
日
課
表
に
合

わ
せ
た
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
の
当
時
の
生
活

は
、
一
体
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
中
学
生
ら

が
送
っ
た
生
活
と
は
？

　
安
土
（
ミ
ヤ
コ
）
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
と
並
び
、

日
本
最
古
と
な
る
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
。
１

５
８
０
年
に
開
校
し
た
こ
の
神
学
校
は
、
シ

モ
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
と
呼
ば
れ
、
当
初
22
人
の

生
徒
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
正
確
な
位
置

や
広
さ
は
不
明
で
す
が
、
北
有
馬
町
の
谷
川

地
区
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
敷
地
内
に
は
、
教

会
や
修
道
院
も
設
置
さ
れ
た
と
ロ
ー
マ
に
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
学
校
と
し
て
の
機

能
は
か
な
り
高
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
、
天
正
遣

欧
少
年
使
節
の
４
少
年
が
、
１
期
生
と
し
て

学
ん
だ
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
式
の
学
校
教
育
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
今
月
は
、
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
と
、
そ
こ

か
ら
旅
立
っ
た
天
正
遣
欧
少
年
使
節
に
つ
い

て
特
集
し
ま
す
。

特 集
＊出典：「旅する長崎学２」　長崎文献社
｜特集｜ セミナリヨと ローマと 若人と

有馬と安土のセミナリヨ想像図
「グレゴリオ13世伝（1596）」より
（筑波大学附属中央図書館蔵）

有
馬
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で

過
ご
す

有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
跡
石
柱

朝５時に会場の清掃を行う生徒ら。
　セミナリヨの２日目。ほんのりと赤く染まる寺の境内を熱心に掃除する生徒ら。
400年前のこの地では、5時から清掃をする日課がありました。朝日を久しぶりに
見た、という生徒も少なくなく、一時手を止め、朝日に見入る場面もありました。

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
と

　

ロ
ー
マ
と
若
人
と

ワンポイント
　ありえコレジヨホールの語源とな
った「コレジヨ」もセミナリヨと同様、
イエズス会の教育機関の一つです。
　セミナリヨが、基礎的な勉強をす
る中等教育機関であったのに対して、
コレジヨは司祭を養成する大学です。

　このほかにも語学校や画学舎、修練院とも呼ばれるノビシ
アードなどがあります。それぞれの施設で、学力や年齢に応
じた教育が行われていました。

＊
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
食
事

　
当
時
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
は
、
通
常
、
米
、
魚
な
ど
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
お
祝
い

な
ど
特
別
な
日
に
は
、
南
蛮
料
理
を
食
べ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
元
シ
ェ
フ
の
門
池
修
さ
ん
が
、
鴨
の
蒸
し
焼
き
な
ど
、
文
献
を
基
に
当
時

の
南
蛮
料
理
を
再
現
。
生
徒
ら
は
喜
ん
で
食
べ
ま
し
た
。

＊
お
茶
の
時
間

　
「
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
茶
道
」
と
聞
く
と
不
思
議
な
気
が
し
ま
す
が
、
セ
ミ
ナ
リ

ヨ
で
は
実
際
に
茶
道
な
ど
、
西
洋
と
日
本
の
両
方
の
文
化
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
西
洋
に
詳
し
い
雲
の
上
の
人
」
で
は
な
く
、「
尊

敬
さ
れ
る
身
近
な
人
」
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

20時10分　就寝

18時 夕食

15時30分～ 音楽Ⅰ

14時30分～ 茶道

13時30分～ セミナリヨに関する基礎知識講話

＊
語　
学

　
日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館
の
レ
ン
ゾ
館
長
か
ら
、
ラ
テ
ン
語
を
学
び
ま
し
た
。
セ

ミ
ナ
リ
ヨ
で
は
、ラ
テ
ン
語
や
日
本
語
、日
本
文
学
な
ど
も
熱
心
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
を
教
え
広
め
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
日
本
語
を
話
せ
る
こ
と
が

大
切
だ
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
日
曜
日
に
は
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な

ど
の
楽
し
い
時
間
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

＊
１
日
の
始
ま
り

　
起
床
時
間
は
朝
４
時
30
分
。
寮
生
活
を
す
る
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
少
年
た
ち
の
１

日
は
、
早
朝
の
祈
り
に
始
ま
り
ま
す
。
畳
に
布
団
を
敷
き
寝
起
き
す
る
な
ど
、

全
て
が
西
欧
式
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
服
装
も
同
様
で
、
通

常
は
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
内
で
は
日
本
の
着
物
を
着
て
い
ま
し
た
。

11時～ まとめの時間，12時 解散

７時30分～ 朝食，８時20分～ 音楽Ⅱ，
９時～ 日野江城下散策

６時～ 日本語・ラテン語の授業

５時～ 掃除

４時30分～ 起床

７月26日　ー 体験２日目 ー ７月25日　ー 体験１日目 ー
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天
正
遣
欧
少
年
使
節
と
は
？

　

九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
ら

（
有
馬
晴
信
・
大
友
宗
麟
・
大
村

純
忠
）
は
、自
分
の
名
代
（
代
理
）

と
し
て
、
４
人
の
少
年
（
伊
東
マ

ン
シ
ョ
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
、
原
マ

ル
チ
ノ
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
）
に

ロ
ー
マ
に
行
く
よ
う
命
じ
ま
し
た
。

こ
の
出
来
事
を
天
正
遣
欧
少
年
使

節
と
い
い
ま
す
。

　

有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
学
ん
だ

４
人
の
少
年
は
、
口
之
津
港
を
出

発
し
、１
５
８
２
年
２
月
20
日
、長

崎
の
港
か
ら
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ
と
共
に
出
航
。ロ
ー
マ
教
皇

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
13
世
と
会
っ
た
あ

と
、無
事
に
日
本
に
帰
り
ま
し
た
。

　

洋
々
と
船
出
し
た
４
人
で
し
た

が
、
８
年
後
帰
国
し
た
日
本
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
を
禁
じ
る
動
き
が
活

発
化
。
時
代
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
な

が
ら
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

を
ま
っ
と
う
し
ま
し
た
。

村
木
嵐
さ
ん
の
語
る
４
人

　

と
こ
ろ
で
、
使
節
の
４
人
は
ど

ん
な
性
格
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

　

作
家
の
村
木
嵐
さ
ん
は
、
４
人

の
性
格
を
こ
う
分
析
し
ま
す
。「
伊

東
マ
ン
シ
ョ
は
、
全
て
に
お
い
て

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
リ
ー
ダ
ー
。
原

マ
ル
チ
ノ
は
、
天
才
肌
だ
が
、
末

っ
子
タ
イ
プ
の
甘
え
ん
ぼ
。
中
浦

ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
言
葉
数
少
な
く
、

じ
っ
く
り
考
え
る
タ
イ
プ
。
そ
し

て
千
々
石
ミ
ゲ
ル
は
、
一
番
人
間

ら
し
く
て
、
一
番
４
人
の
中
心
に

い
た
人
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
。

使
節
が
与
え
た
影
響

　

悲
運
の
彼
ら
で
し
た
が
、
そ
の

功
績
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

　
「
東
方
の
４
人
の
貴
公
子
」た
ち

と
し
て
、
１
５
８
５
年
中
に
書
か

れ
た
本
な
ど
は
48
種
類
、
１
５
９

３
年
に
は
77
種
類
に
も
及
び
、
イ

タ
リ
ア
、ド
イ
ツ
な
ど
の
各
国
に
、

日
本
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
に
日
本
初
の
活
版

印
刷
機
と
印
刷
技
術
を
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

絵
画
と
印
刷

　

使
節
が
持
ち
帰
っ
た
聖
画
は
、

画
学
生
ら
の
手
本
と
し
て
、
水
彩

や
油
彩
、
銅
版
画
な
ど
の
勉
強
に

利
用
さ
れ
ま
し
た
。
後
年
、
宣
教

師
フ
ロ
イ
ス
は
「
よ
う
や
く
各
地

の
聖
堂
を
立
派
な
絵
で
飾
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
イ
エ
ズ
ス
会
に
そ

の
感
動
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
持
ち
込
ま
れ
た
印
刷
機

で
、
多
く
の
銅
版
画
が
刷
ら
れ
ま

し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
で
ほ
と

ん
ど
が
消
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
奇
跡
的
に
「
セ
ビ
リ
ア
の
聖

母
」
と
「
聖
家
族
」
が
マ
ニ
ラ
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
セ

ミ
ナ
リ
ヨ
が
有
家
に
あ
っ
た
と
き

に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら

が
、「
有
家
版
」
と
呼
ば
れ
る
ゆ

え
ん
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
セ
ビ
リ
ア
の
聖
母

は
、
有
家
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
開
設
４
０

０
年
事
業
と
し
て
、
１
９
９
６
年
、

故
渡
辺
千
尋
氏（
２
０
０
９
年
没
）

の
手
に
よ
っ
て
復
刻
さ
れ
ま
し
た
。

復
刻
さ
れ
た
版
画
は
、
現
在
あ
り

え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
に
保
管
さ
れ

て
お
り
、
希
望
す
れ
ば
誰
で
も
観

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
版

画
展
を
毎
年
開
催
し
、
銅
版
画
の

歴
史
の
顕
彰
、
文
化
の
高
揚
に
努

め
て
い
ま
す
。

音
楽
と
祈
り

　

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
日
課
表
に
よ
る

と
、
毎
日
音
楽
の
時
間
が
あ
っ
て
、

聖
歌
を
歌
っ
た
り
、
楽
器
の
練
習

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
少
年
も
例
外
で
な
く
、
帰
国

し
た
４
人
は
、
太
閤
秀
吉
に
謁
見

し
た
際
、
ア
ル
バ
（
ハ
ー
プ
）、

ク
ラ
ヴ
ォ
（
鍵
盤
楽
器
）、
ラ
ウ

テ
（
リ
ュ
ー
ト
）、
レ
ベ
カ
（
ヴ

イ
オ
ー
ル
）
な
ど
の
楽
器
を
演
奏
。

秀
吉
の
ア
ン
コ
ー
ル
で
３
度
も
演

奏
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
北
有
馬
町
の
有
志
が

当
時
の
聖
歌
を
復
刻
。
現
在
で
は
、

小
・
中
学
生
の
聖
歌
隊
「
コ
ル
ス
・

ア
ン
ジ
ェ
リ
ク
ス
」
に
よ
っ
て
、

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
な
ど
が
歌
い
継

が
れ
て
い
ま
す
。

戦国末、ローマから日
本に帰国した天正遣欧
少年使節を待っていた
のは「禁教」だった。
４人の中で、ただ一人
信仰を捨てた千々石ミ
ゲルは、何のために生
きようとしたのか？
ミゲルの苦悩の生涯を、
妻「珠」の目から描く。

マルガリータ
著：村木 嵐
出版社：文藝春秋

村
木  

嵐
（
む
ら
き
ら
ん
）

　
司
馬
遼
太
郎
家
の
家
事
手

伝
い
を
経
て
、
司
馬
夫
人
の

福
田
み
ど
り
さ
ん
の
個
人
秘

書
を
務
め
る
傍
ら
執
筆
活
動

を
行
う
。

　

２
０
１
０
年
同
作
品
で
、

第
17
回
松
本
清
張
賞
受
賞
。

　
現
在
松
平
信
綱
を
主
人
公
に
し
た
小
説
を
執
筆
中
な
の
だ
と

か
。
発
表
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
「
平
成
遣
欧
少
年
使
節
で
は
、
ロ
ー
マ
法

王
に
も
謁
見
す
る
の
だ
と
か
。
中
学
生
と

言
え
ば
、
感
性
豊
か
な
と
き
。
こ
う
し
た

時
期
に
海
外
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

４
人
の
少
年
た
ち
に
と
っ
て
、
航
海
が

友
情
を
育
み
、
ロ
ー
マ
で
の
見
聞
が
一
生

を
左
右
し
た
よ
う
に
、
後
で
振
り
返
っ
た

と
き
に
、『
か
け
が
え
の
な
い
時
間
だ
っ
た
』

と
言
え
る
思
い
出
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
」

　７月21日、村木嵐さんが、口之津史
談会の招きで講話会を行いました。
　「口之津にずっと来たかった」とい
う村木さん。作品の執筆秘話に、来場
者は、熱心に耳を傾けていました。

旅
の
名
は

天
正
遣
欧
少
年
使
節

彼
ら
が

も
た
ら
し
た
も
の

〜
有
馬
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

　
　
　
　

  

か
ら
世
界
へ
〜

1595年刊行オルテリウス編のテイシェイラ作成の
「日本図」 日本二十六聖人記念館蔵

少年像はいずれも 
〈ウルバーノ・モンテ『年代記』〉より
像左は出身地〈現在の自治体名で記載〉

正使・千々石ミゲル

正使・伊東マンショ

副使・原マルチノ

副使・中浦ジュリアン

宮
崎
県
西
都
市

雲
仙
市
千
々
石
町

西
海
市

波
佐
見
町

復刻されたセビリアの聖母
「聖家族」には「Arie1596」、「セビリアの
聖母」には、「in sem lapo 1597」と彫り
こまれており、有家で彫られたことがわか
ります。

　
耶
蘇
会
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
の
目
的
。
そ
れ
は
「
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
へ

の
布
教
」
で
あ
り
、
教
育
活
動
も
そ
の
一
環
で
し
た
。

　
中
で
も
絵
画
や
音
楽
は
、
読
み
書
き
が
十
分
に
で
き
な
い
庶
民
に
対
し

て
、「
キ
リ
ス
ト
教
と
は
何
か
」
を
伝
え
る
強
力
な
ツ
ー
ル
で
し
た
。
当
時
、

奥
行
き
の
あ
る
絵
画
、
心
を
癒
す
音
楽
は
、
当
時
の
人
々
を
魅
了
し
た
に

違
い
な
く
、
こ
れ
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
と
共
に
、
あ
る
い
は
独
立

し
た
文
化
と
し
て
、
地
域
に
根
を
お
ろ
し
ま
し
た
。

藤
原
市
長
も
ロ
ー
マ
法
王
に
謁
見
！

　
１
９
９
８
年
当
時
の
有
家
町
長
で
あ

っ
た
藤
原
市
長
が
、
故
渡
辺
千
尋
氏
ら

と
共
に
、
ロ
ー
マ
法
王
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
２
世
に
謁
見
。「
セ
ビ
リ
ア
の
聖
母
」

の
復
刻
版
を
献
上
し
ま
し
た
。

　
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
４
少
年
の
生
涯
を
描
い
た
傑
作
「
マ
ル

ガ
リ
ー
タ
」。第
17
回
松
本
清
張
賞
も
受
賞
し
た
こ
の
作
品
の
作
者
、

村
木
嵐
さ
ん
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

松
本
清
張
賞
作
家

村
木 

嵐
さ
ん
か
ら
エ
ー
ル

む
ら

き

ら
ん

＊出典：「旅する長崎学２」　長崎文献社
｜特集｜ セミナリヨと ローマと 若人と



広報 2011.９ 06

帰
国
し
た
少
年
ら

　

１
５
９
０
年
７
月
に
帰
国
し
た
４
人

を
待
っ
て
い
た
の
は
、
伴
天
連
追
放
令

（
宣
教
師
の
国
外
追
放
令
）
に
端
を
発

す
る
禁
教
へ
の
流
れ
で
し
た
。

　

４
人
は
天
草
の
修
練
院
で
学
ぶ
も
、

１
６
０
１
年
に
は
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
が

棄
教
。
１
６
１
２
年
に
布
教
の
禁
止
を

定
め
た
禁
教
令
が
発
布
さ
れ
た
そ
の
年
、

伊
東
マ
ン
シ
ョ
が
過
労
で
病
死
し
ま
す
。

　

１
６
１
４
年
に
は
、
原
マ
ル
チ
ノ
が

マ
カ
オ
へ
渡
り
、
現
地
で
人
生
を
終
え

る
一
方
、
日
本
に
残
っ
た
中
浦
ジ
ュ
リ

ア
ン
は
、
殉
教
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　

棄
教
す
る
者
。
殉
教
を
選
ぶ
者
。
日

本
を
去
る
者
。
そ
し
て
、
苛
烈
な
迫
害

を
知
ら
ぬ
ま
ま
死
亡
す
る
者
。
意
図
せ

ず
選
ん
だ
四
者
四
様
の
人
生
は
、
当
時

の
民
衆
が
選
び
う
る
全
て
の
選
択
肢
で

あ
っ
た
、
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
そ
の
後

　

幕
府
の
こ
う
し
た
動
き
は
、
セ
ミ
ナ

リ
ヨ
と
そ
こ
に
通
う
学
徒
の
環
境
も
一

変
さ
せ
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
、
人
目
を
避
け
る
よ

う
に
目
立
た
な
い
場
所
へ
と
移
転
。
最

終
的
に
は
、
長
崎
の
現
県
庁
一
帯
に
あ

っ
た
ト
ー
ド
ス
・
オ
ス
・
サ
ン
ト
ス
教

会
に
集
ま
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
も
長

く
続
か
ず
、
１
６
１
４
年
の
禁
教
令
発

令
と
共
に
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
、
コ
レ
ジ
ヨ

の
歴
史
も
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

未
来
へ
！

　

現
在
、南
島
原
市
で
は
、「
原
城
」「
日

野
江
城
」「
吉
利
支
丹
墓
碑
」
の
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

思
惑
や
利
権
、
そ
し
て
祈
り
が
複
雑

に
交
錯
す
る
歴
史
に
は
、
世
界
が
感
嘆

す
る
ほ
ど
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
価
値
あ
る
ふ

る
さ
と
の
歴
史
を
学
び
、
誇
り
を
持
っ

て
次
の
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く
こ
と

が
必
要
な
の
で
す
。

ロ
ー
マ
法
王
と
の
謁
見

　
「
イ
タ
リ
ア
ど
こ
ろ
か
、
海
外

経
験
も
今
回
が
初
め
て
で
す
」
と

話
す
２
人
。
そ
の
２
人
が
、
出
発

前
も
、
そ
し
て
帰
国
後
も
真
っ
先

に
話
し
た
の
が
、「
ロ
ー
マ
法
王

と
の
謁
見
」
で
し
た
。

　
「
残
念
で
し
た
」
と
、
平
山
君
。

「
感
動
し
ま
し
た
」
と
、佐
藤
さ
ん
。

ロ
ー
マ
法
王
へ
の
特
別
謁
見
（
個

別
で
の
会
見
）
は
、
法
王
の
体
調

不
良
の
た
め
中
止
。
急
き
ょ
一
般

謁
見
に
切
り
替
え
、
広
場
に
集
ま

っ
た
信
者
ら
数
千
人
と
共
に
、
法

王
か
ら
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
ま
し
た
。「
特
別
謁
見
は
か
な

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
集
ま
っ
た

人
た
ち
の
感
激
ぶ
り
に
、
謁
見
の

重
み
が
わ
か
り
ま
し
た
」
と
佐
藤

さ
ん
。「
長
い
年
月
を
か
け
て
や

っ
と
謁
見
し
た
４
少
年
は
、
私
た

ち
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
の

感
動
を
し
た
の
で
し
ょ
う
ね
」

出
会
い
が
育
く
む

　

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
が
で
き

た
旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。「
女
子

の
間
で
は
、『
ま
た
一
緒
に
イ
タ

リ
ア
に
行
こ
う
ね
』
っ
て
話
に
も

な
っ
た
ん
で
す
よ
」（
佐
藤
さ
ん
）

　

平
山
君
も
、「
波
佐
見
町
の
原

田
太
一
君
と
の
出
会
い
は
衝
撃
的

で
し
た
。明
る
く
て
、に
ぎ
や
か
で
。

特
に
初
め
て
の
人
に
も
ど
ん
ど
ん

話
し
か
け
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

僕
ら
も
つ
ら
れ
て
、
現
地
の
人
に

ど
ん
ど
ん
話
し
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
け
ど
（
笑
）」

と
、
仲
間
と
の
出
会
い
を
振
り
返

り
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
藤
さ
ん
は
、
現
地
の

高
校
生
と
交
流
を
行
っ
た
際
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使
っ
て
い
る
か

尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。「
Ｎ
Ｏ
と
答

え
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
て
。
こ

れ
か
ら
は
、
英
語
の
勉
強
を
頑
張

っ
て
、
色
々
な
ツ
ー
ル
を
使
い
こ

な
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す

ね
」
と
反
省
し
き
り
。
新
し
い
出

会
い
や
仲
間
か
ら
の
刺
激
が
、
自

分
自
身
を
高
め
て
い
く
。
そ
れ
も
、

４
少
年
と
同
じ
よ
う
で
す
。

旅
の
終
わ
り
に

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
一
行
は
ミ
ラ

ノ
や
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
な
ど
各
地
を

訪
問
。
平
山
君
は
、
中
で
も
ベ
ネ

チ
ア
が
お
気
に
入
り
な
の
だ
と
か
。

運
河
を
行
き
交
う
船
の
の
ど
か
さ

に
、
何
と
も
言
え
な
い
風
情
を
感

じ
た
そ
う
で
す
。

　
「
今
回
の
旅
で
、
世
界
に
つ
い

て
自
分
が
い
か
に
無
知
で
、
無
関

心
だ
っ
た
か
を
思
い
知
り
ま
し
た
。

も
っ
と
世
界
に
目
を
向
け
て
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
（
平
山
君
）」

関
係
し
た
全
て
の
人
へ

　

今
回
、
２
人
別
々
に
電
話
取
材

を
し
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

２
人
は
同
じ
言
葉
で
最
後
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。「
関
係
者
の
皆

さ
ん
、
貴
重
な
経
験
を
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　

海
外
を
巡
り
、
た
ど
り
つ
い
た

答
え
。
そ
れ
が
身
近
な
人
た
ち
へ

の
感
謝
だ
っ
た
こ
と
も
、
一
つ
の

成
果
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
思

い
ま
す
。

　

天
正
遣
欧
少
年
使
節
が
訪
れ
た
イ

タ
リ
ア
か
ら
、
国
際
交
流
員
「
ア
ン

ナ
・
ス
ペ
ッ
キ
オ
」
さ
ん
が
着
任
し

ま
し
た
。

　

ピ
エ
モ
ン
テ
州
出
身
の
彼
女
は
、

ト
リ
ノ
大
学
の
大
学
院
な
ど
で
日
本

語
を
学
ん
だ
他
、
東
京
外
国
語
大
学

に
交
換
留
学
生
と
し
て
学
ん
だ
経
験

や
、
金
沢
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
経

験
が
あ
る
な
ど
、
日
本
語
が
堪
能
で
、

漢
字
も
書
く
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
。

　

イ
タ
リ
ア
か
ら
の
国
際
交
流
員
は
、

南
島
原
を
含
め
、
全
国
で
４
カ
所
と

ご
く
少
数
で
す
。

　
「
バ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
の
相
互
理

解
の
精
神
で
交
流
し
た
い
」
と
話
す

ア
ン
ナ
さ
ん
。
イ
タ
リ
ア
と
の
距
離

が
、
ま
た
一
つ
近
く
な
り
ま
し
た
。

氏名：スペッキオ・アンナ（1985年生）
出身：イタリア共和国  ピエモンテ州
　　　ヴェルチェッリ県
学歴：トリノ大学、トリノ大学大学院、
　　　東京外国語大学特別聴講生
趣味：サッカー、音楽鑑賞、カラオケ、
　　　演劇など

プロフィールプロフィールプロフィール

南
島
原
市
国
際
交
流
員

ア
ン
ナ・ス
ペッ
キ
オ
さ
ん
が
着
任
！

そ
し
て
再
び

ロ
ー
マ
へ
、

世
界
へ
！

そ
し
て
再
び

ロ
ー
マ
へ
、

世
界
へ
！

そ
し
て
再
び

ロ
ー
マ
へ
、

世
界
へ
！

４
少
年
と
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
そ
の
後

　
平
成
を
生
き
る
中
学
生
ら
が
、
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
足
跡
を
た
ど
る

「
平
成
遣
欧
少
年
使
節
」。
こ
れ
は
、
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
南
島
原
市
、
大

村
市
、
西
海
市
、
雲
仙
市
、
波
佐
見
町
、
宮
崎
県
西
都
市
の
５
市
１
町
が

派
遣
し
た
も
の
で
す
。
南
島
原
市
か
ら
は
、
北
有
馬
中
学
校
の
佐
藤
仁
美

さ
ん
と
有
家
中
学
校
の
平
山
尚
輝
君
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
人
の
見
た
イ
タ
リ
ア
。
そ
し
て
世
界
と
は
？

流
転
の 

そ
の
果
て
に

　
キ
リ
シ
タ
ン
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
信
長
の
死
、
１
５
８
７
年
に
発
令
さ

れ
た
秀
吉
の
伴
天
連
追
放
令
な
ど
を
境
に
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
と
そ
こ
に
通
う

学
徒
の
環
境
は
一
変
し
ま
す
。

　
時
代
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
生
徒
ら
。
そ
し
て
４
少
年
に

待
ち
受
け
る
過
酷
な
運
命
と
は
？

移転先となった北有馬町八良尾からの眺め。場所によって
は、原城を臨むことができる。

→
２
０
０
８
年
に
長
崎
で
行
わ
れ
た
列
福
式
で

は
、
４
人
の
う
ち
ジ
ュ
リ
ア
ン
１
人
だ
け
が

「
福
者
」
と
い
う
特
別
な
地
位
を
与
え
ら
れ
て

い
る
。　

『日本殉教精華』より筑波大学附属
中央図書館蔵

中浦ジュリアン穴吊りの図

有馬の聖歌隊で学んだ聖歌を披露する佐藤
さんと、紹介をする平山君

佐藤仁美さん（中央）。平山尚輝君（右）

少年使節訪問の記念碑（リミニ博物館）
日本人に対する公開は、今回が初。また、中浦
ジュリアンの子孫の小佐々学さん（リミニ市名
誉市民）とも会うことができました。

書
道
体
験
。つ
づ
り
の
間
違
い
も
ご
愛
嬌

マ
ン
ト
ヴ
ァ
公
文
書
館
で
記
帳
す
る
平
山
君

イタリアとの交流、再び始まる‼

＊出典：「旅する長崎学２」　長崎文献社
｜特集｜ セミナリヨと ローマと 若人と
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市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ
も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金 も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金

市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ

　からだのことを知って、賢く無理なく楽しいダイエットを目指す人の講座（今回は講義中心）です。
健康で美しい体づくりのためにダイエットを始める初心者や、一人での継続が難しい、という人も大歓迎です。

●講師：日本ダイエット協会コーディネーター
　　　　小玉　康代 氏
と ①男性コース：10月から12月の毎月第１・３火曜日
　 ②女性コース：10月から12月の毎月第２・４火曜日
　 午後８時から１時間程度（全７回）
ば 北有馬ピロティー文化センター

定 各コース２０人（応募者多数の場合は抽選）
対 市内に在住または勤務する成人者
り 無料
し ９月22日㈭
も 電話、メール、窓口で申し込んでください。

●
指
定
管
理
期
間
／
平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成

　

27
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

●
申
請
書
様
式
配
布
／
９
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

●
申
請
書
受
付
／
９
月
12
日
㈪
〜
10
月
11
日
㈫

指
定
管
理
者
制
度
と
は
？

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
広
く
民
間
事
業
者

な
ど
に
公
の
施
設
の
管
理
を
代
行
さ
せ
、
よ

り
効
率
的
・
効
果
的
に
施
設
の
運
用
を
行
う

制
度
で
す
。
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費
の
削

減
を
図
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
募
集
人
員
／
若
干
名

●
任
期
／
２
年
間

〆 
９
月
30
日
㈮　

必
着

●
資
格
／
①
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と 

②
平
日
の
昼

間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
こ
と 

③
南
島
原
市
の
景

観
ま
ち
づ
く
り
に
高
い
関
心
を
持
ち
、
建
設
的
な

意
見
を
持
つ
人

も 

都
市
計
画
課
、
支
所
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
備
え
て
い
る
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
（
持
参
可
）、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

景 

観 

計 

画

　

良
好
な
景
観
を
保
全
、
育
成
し
て
い
く
た
め
の
方
針
や

行
為
の
制
限
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
定
め
た
計
画
の
こ
と
。

今
後
の
景
観
行
政
に
お
い
て
、
根
幹
と
な
る
計
画
で
す
。

例 付加保険を10年間納付した場合
付加保険料の納付額
400円×12月×10年＝48,000円
付加年金の年金額
200円×12月×10年＝24,000円
 この場合、毎年24,000円の付加年金が老齢基礎年
金に上乗せして受け取れます。
　なお、繰上げ（下げ）支給した場合は、増減します
ので、注意が必要です。

●加入できるのは
　自営業などの国民年金第１号被保険者が対象です。
　なお、保険料を免除されている人は付加保険料を納
められません。加入条件についての詳細はお問い合わ
せください。

●口座振替などの制度も
　口座振替や割安になる前納制度も設けられています。
　付加保険料の手続きについては、保険年金課、支所
または諫早年金事務所にご相談ください。

問 諫早年金事務所　☎０９５７（２５）１６６６
　 保 険 年 金 課　☎０５０（３３８１）５０３９
　 または各支所 

保　険　料　と　年　金　額
●保険料／月額４００円　　　　　
●受取額／納付した月数×２００円

※付加年金を２年間受給すると、納付した付加保
険料総額と同額になります。

　市では、10月１日からインフ
ルエンザ予防接種を開始します。
これは、インフルエンザの発症
や重症化を防ぐために、接種を
希望する人に対して行われるも
のです。
　詳細は、後日配布するチラシ
でご確認ください。
　なお、昨年まで配布していた
65歳以上の高齢者に対する個別
通知（予診票含む）は行いません
ので、ご注意ください。

問 こども未来課
　 ☎０５０（３３８１）５０５０

脳を使うゲームなどで、楽しく生き生き度を保ちましょう。
対 65歳以上で介護保険の認定を受けてない人
も 申し込みは電話でお願いします。
　 ①氏名 ②住所 ③電話番号 ④生年月日 ⑤介護保険認定の有無
　 ⑥希望の会場をお知らせください。
　 ＊各会場25人の定員です（応募多数の場合は抽選）。
〆 ９月30日㈮
と 日程・会場は下記のとおり。　開催時間…13：30～16：00（各会場）

会場
口 之 津
保健センター

北 有 馬
保健センター 内 容

11月９日㈬４回 12月21日㈬ 栄養士さんと調理実習

11月２日㈬３回 12月14日㈬ いつまでも若々しく美しく…②
フラワーアレンジメントと簡単レクレーション

10月26日㈬２回 11月30日㈬ いつまでも若々しく美しく…①
「転倒予防」と簡単ダンス

10月19日㈬１回 11月21日㈪ 精神保健福祉士講話
「認知症と物忘れのちがい」

教えて！国民年金 ～国民年金の額を増やしたい人へ～ 付加年金制度のご案内

問 教育委員会 生涯学習課　☎050（3381）5082 または 北有馬教育振興班　☎050（3381）５164
　 Eメール： gakushuu@city.minamishimabara.lg.jp

「ダイエットの知識（ビギナー編）」（男性・女性コース）

市
立
北
有
馬
田
平
保
育
所

の
指
定
管
理
者
募
集

問 
こ
ど
も
未
来
課　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
５
０

　
市
で
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
の
北
有
馬
田
平
保
育

所
の
指
定
管
理
者
を
募
集

し
ま
す
。

　
希
望
す
る
事
業
者
は
、

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

南
島
原
市
景
観
審
議
会

委
員
募
集

問 

都
市
計
画
課　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
６
７

　
℻
０
９
５
７
（
８
５
）
３
１
３
６

Ｅ
メ
ー
ル toshikeikaku@city.minamishimabara.lg.jp

〒
８
５
９
ー
２
４
１
２ 

南
島
原
市
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

　
市
で
は
、「
南
島
原
市
景
観
審
議
会
委
員
」の
う
ち
、

一
部
を
一
般
か
ら
公
募
し
ま
す
。こ
の
審
議
会
で
は
、

有
識
者
や
一
般
市
民
の
意
見
を
市
の
景
観
行
政
に
反

映
さ
せ
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を  

推
進
す
る
た
め
の
方
策
の
検
討
、
市
の
景
観
に
関
す

る
調
査
、
審
議
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　国民年金の第１号被保険者が、40年間保険料を納めると、65歳から78万8,900円の老齢基礎年金を受
給することができます。　
　この年金額をもう少し引き上げたい人のために、「付加年金」という制度があります。

だれもが
　知りたい！

問 福祉課　☎０５０（３３８１）５０５１

物忘れすっきり教室 ～参加者募集～インフルエンザ
予防接種が
始まります
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市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ
も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金 も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金

市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ

0%
20%
40%
60%
80%
100%
120%

二酸化炭素排出量 電気 ガソリン 灯油 軽油 Ａ重油 LPG コピー用紙 水道

エネルギー使用量等増減一覧（平成22年度比） 基本年度（H18年度） 削減目標（－６％） 削減目標

92.0%92.0%92.0% 94.6%94.6%94.6% 106.3%106.3%106.3% 83.6%83.6%83.6% 86.1%86.1%86.1% 19.8%19.8%19.8% 90.5%90.5%90.5% 82.0%82.0%82.0% 80.5%80.5%80.5%

●
受
付
時
間
／
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

※

予
約
時
に
、
受
取
日
時
の

ほ
か
、
必
要
事
項
を
確
認

し
ま
す
。

●
予
約
で
き
る
証
明
書
な
ど

（
本
人
が
記
載
さ
れ
た
も
の

に
限
る
）

　

住
民
票
・
所
得
証
明
書
・

納
税
証
明
書
・
課
税
証
明
書
・

評
価
証
明
・
車
庫
証
明
・
名

寄
せ
帳
の
写
し

●
受
け
取
り

　

平
日
の
午
後
５
時
15
分
〜

午
後
７
時
に
予
約
し
た
庁
舎

の
市
民
窓
口
班
で
手
続
き
、

受
け
取
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
（
認
印
可
）・
本
人
確

認
に
必
要
な
書
類
（
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）・
手
数

料
（
予
約
の
際
に
必
ず
金
額
を

確
認
し
、
お
釣
り
が
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
）

　南島原市役所では、二酸化炭素などの温室効果ガス
削減を図るため、「南島原市温暖化対策実行計画」を
策定して、市役所の事務・事業に係る二酸化炭素の排
出削減目標を定め、各種取り組みを行っています。
　平成22年度の二酸化炭素排出量は、12,006トンで、
基準年度（平成18年度）の排出量に比べて 8.0％削
減であり、６％の削減目標を達成しました。
　職員の意識向上と日ごろの省エネ活動の実践のほか、
市庁舎の空調設備の改修や、保健施設の廃園などによ
り、エネルギー使用量を削減できました。

　電気使用量は、削減目標を達成できませんでしたが、
庁舎等の執務室の電気使用量は年々減少しています。
　また、ガソリン使用料も削減目標量を達成できませ
んでしたが、ハイブリッド車の導入などにより、燃費
は年々向上しています。
　これからも、電気や石油燃料などの使用量削減など、
省エネ・省資源化の取り組みを、職員一丸となって積
極的に取り組んでいきます。

※詳しくは南島原ホームページをご覧ください。

　例年、照明、パソコンなどのこまめな節電や両面印刷およびミスコピー用紙の積極的な利用促
進と併せて、職員の意識向上対策をするため、環境に関する研修会などを実施しています。
　また、平成23年度は、特に節電対策を強化するため、クールビズの拡大実施と併せて、照度や、
空調設備の点検、待機電力の発生状況などを確認する職場点検を行っています。

　慢性腎臓病（CKD）をご存知ですか？
　今や成人の約８人に１人が CKD といわれ、「新しい国民病」と呼ばれています。自覚症状がないために、知らないう
ちに進行していることもある半面、生活習慣の改善で予防することも可能です。あなたも、腎臓を守るためにできるこ
とを考えてみませんか？

対 慢性腎臓病（CKD）に興味のある人
り 無料
ば 加津佐保健センター
　（第２回は加津佐総合福祉センター）
定 20人（先着順）
し ９月30日㈮
も 電話またはメールで申し込んでください。

第１回

実 施 日回

14：30～16：00 医 師 講 話
「自分の腎臓を守るために」

第２回 10：00～14：00 講話「腎臓にやさしい食生活」
調理実習・試食

第３回 13：30～16：00 運動を楽しむ
中国・イタリア文化を知る

第４回

10月６日㈭

10月20日㈭

11月２日㈬

11月17日㈭ 13：30～16：00 リラクゼーション
「オイルを使ったハンドマッサージ」

開 催 時 間 内 容

【相談先】
●長崎県警察本部「警察安全総合相談室」

●南島原警察署「警察安全相談室」

【受付時間】　月～金曜日（祝祭日を除く）
　　　　　　午前９時～午後５時45分
※上記以外の時間帯でも、当直員が相談に応じます。

#9110

☎０９５７（86）2110

　警察では、ストーカー、夫婦間の暴力、児童虐待、
少年非行や悪質商法などの相談に応じるほか、まだ事
件・事故に至っていない場合でも、市民皆さんの生活
の安全を守るため相談に応じています。

「１１０番」は緊急を要する事件・事故の際の緊急電話です。
緊急を要しない「１１０番」への電話が、警察の事件・事故
の対応を遅らせることになりかねません。
警察へのご相談は、必ず「♯9110」など、110番以外の番
号を利用してください。ご協力をお願いします。

【緊急（事件・事故）】  110番
【相談】  ♯9110
【緊急を要しない要件】  ☎86-2110

（南島原警察署）

あ 企画振興課 ☎０５０（３３８１）５０３０

　学校や地域に南島原市国際交流員を派遣します。
　楽しくおしゃべりをして、身近に、「異国の文
化や歴史」を体験してみませんか？
　お気軽にお問い合わせください。

私の好きなひまわりの花がたくさ
んあるそうですね。皆さんとの交
流を楽しみにしています。

＊プロフィールなどは、６ページ
をご覧ください。

南島原市はとても美しいところ。
皆さんと一緒に、実りある幸せな
時間を過ごしたいと思います。頑
張ります！」
皆さんよろしくお願いします。

募集

時
間
外
の
証
明
書
発
行
の

予
約
が
で
き
ま
す

問 
市
民
サ
ー
ビ
ス
課　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
４
０

　
住
民
票
が
ほ
し
い
け
ど
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
中
に
は
行
け

な
い
、
と
い
う
場
合
に
も
、
事
前
に
予
約
を
す
れ
ば
、
閉
庁
時

間
後
に
、こ
れ
ら
の
証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
要

予
約
）。
希
望
す
る
場
合
は
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市役所の地球温暖化防止に関する取り組み

市役所での省エネ運動の取り組み

問 環境課  ☎０５０（３３８１）５０４１

問 市民サービス課（西有家庁舎）
　 ☎050（3381）5040
深 江 支 所　☎050（3381）5120
布 津 支 所　☎050（3381）5130
有 家 支 所　☎050（3381）5140
北有馬支所　☎050（3381）5160
南有馬支所　☎050（3381）5170
口之津支所　☎050（3381）5180
加津佐支所　☎050（3381）5190

警察の相談ダイヤル　＃９１１０
９月11日は「警察相談の日」です。

南島原警察署からのお知らせ

～腎臓を知って守る学習会～  健康づくり教室

南島原にいながらにして、異国文化体験

イタリアからの
国際交流員

中国からの
国際交流員

アンナさんと話そう‼

林さんと話そう‼

問：健康対策課　☎０５０（３３８１）５１４１　　　　　　　
Ｅメール： kenkoutaisaku@city.minamishimabara.lg.jp

国際交流員と話そう‼
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も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金

市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ

　大家好‼（皆さん、こんにちは。）
　今回は中国の大学を紹介します。中国
の大学は４年制の本科と、短大にあたる
3年制の専科に分かれます。改革開放が
始まった1978年当時、大学進学率は
1.4％でしたが、現在は70％を超えてい
ます。中国教育部の統計によると、
2010年の全国の大学の新入生は650万
人超。新入生らは毎年、期待と不安を抱
きながら、故郷を一人旅立ちます。
　日本と中国の大学生活の大きな違いは、
「住まい」です。日本が自宅や下宿など
から通うことが多いのに対して、中国で
は寮に住む学生がほとんどです。学生寮
は、４人部屋が一般的。室内にはベッド、
勉強机、タンスやトイレなどが整備され

ています。共に生活する４人はルームメ
イトであり、クラスメイトでもあります。
彼らは一緒に涙を流し、喜びを分かち合
いながら、絆を深めます。
　次に違う点として、中国の大学生はア
ルバイトをして自分の生活費を稼ぐ人が
少ないことです。ほとんどが親からの仕
送りで生活をしています。大学生にとっ
て、アルバイトは小遣い稼ぎ程度。家庭
教師のアルバイトが１時間20元から50
元（320円から800円）ですので、こう
したお金で生活していくのはとても無理
です。では、全く違うのかというとそう
ではなく、中国の大学でも、スポーツや
文化活動などの授業以外の活動がとても
盛んです。　

ダージャハォ

　

長
崎
県
出
身
の
「
梅
屋
庄

吉
」
と
い
う
人
物
を
ご
存
知

で
す
か
。

　

明
治
元
年
に
長
崎
で
生
ま

れ
た
梅
屋
庄
吉
は
、
若
く
し

て
海
外
に
渡
り
、
香
港
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
写
真
館

や
当
時
の
先
端
ビ
ジ
ネ
ス
で

あ
る
映
画
で
成
功
し
、
帰
国

後
、
映
画
興
業
で
莫
大
な
財

を
な
し
ま
し
た
。
香
港
で
は

中
国
の
辛
亥
革
命
を
指
導
し

た
「
孫
文
」
と
出
会
い
、
孫

文
を
私
心
を
交
え
ず
物
心
両

面
で
支
え
続
け
ま
し
た
。

　

辛
亥
革
命
か
ら
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
平
成
23
年
は
、長

崎
県
・
上
海
市
友
好
交
流
関

係
樹
立
15
周
年
に
も
あ
た
り
、

平
成
24
年
は
日
中
国
交
正
常

化
40
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。　

　

こ
れ
を
記
念
し
、
長
崎
歴

史
文
化
博
物
館
で
、
特
別
企

画
展
「
孫
文
・
梅
屋
庄
吉
と

長
崎
」を
開
催
し
ま
す
。

　

孫
文
や
梅
屋
庄
吉
が
ア
ジ

ア
に
描
い
た
高
い
理
想
や
、

彼
ら
の
物
語
性
豊
か
な
人
物

像
、
国
境
を
越
え
中
国
の
歴

史
を
動
か
し
た
友
情
な
ど
、

彼
ら
の
魅
力
的
な
歴
史
人
物

像
と
孫
文
・
梅
屋
ゆ
か
り
の

長
崎
県
を
広
く
情
報
発
信
し

ま
す
。

問 長崎県文化振興課　　☎０９５（８９５）２７６２
　 長崎歴史文化博物館　☎０９５（８１８）８３６６

◆チケット取り扱い
　南島原市教育委員会 生涯学習課　　  ☎050（3381）5082　販売時間：月曜日～金曜日（祝日を除く） 9:00～17:00　
　ありえコレジヨホール　☎050（3381）5047［当日連絡先］　販売時間：月曜日～日曜日 9:00～20:00 
●主催：南島原市教育委員会　●後援：南島原市文化協会、南島原市ＰＴＡ連合会、南島原市商工会、報道関係各社

◆チケット取り扱い
　南島原市教育委員会 生涯学習課　　  ☎050（3381）5082　販売時間：月曜日～金曜日（祝日を除く） 9:00～17:00　
　ありえコレジヨホール　☎050（3381）5047［当日連絡先］　販売時間：月曜日～日曜日 9:00～20:00 
●主催：南島原市教育委員会　●後援：南島原市文化協会、南島原市ＰＴＡ連合会、南島原市商工会、報道関係各社

◆チケット取り扱い
　南島原市教育委員会 生涯学習課　　  ☎050（3381）5082　販売時間：月曜日～金曜日（祝日を除く） 9:00～17:00　
　ありえコレジヨホール　☎050（3381）5047［当日連絡先］　販売時間：月曜日～日曜日 9:00～20:00 
●主催：南島原市教育委員会　●後援：南島原市文化協会、南島原市ＰＴＡ連合会、南島原市商工会、報道関係各社

公演日：10月16日日
開場/13：30 開演/14：00
会　場：ありえコレジヨホール

公演日：10月16日日
開場/13：30 開演/14：00
会　場：ありえコレジヨホール

一　　　般　2,000円 （当日500円増）
高校生以下　1,000円 （当日500円増）

◆入場料（全席指定 発売中）

一　　　般　2,000円 （当日500円増）
高校生以下　1,000円 （当日500円増）

◆入場料（全席指定 発売中）

南島原市芸術・文化振興事業／劇団わらび座東北の大地復興への祈り

リンさんのぶらり中国       Vol.2～ 中国の大学 ～国際交流員 「林 晶」さんによるコラム 
りんしょう

学生寮

莆田学院運動会

特別企画展「孫文・梅屋庄吉と長崎」
日中国交正常化40周年、長崎県・上海市友好交流関係樹立15周年記念

10月１日㈯～
平成24年３月25日㈰

長崎歴史文化博物館

［と　き］

開館時間　8：30～19：00（入館は18：30まで）
　　　　　※毎月第３火曜日は休館日
観  覧  料　大人８００円（県内小・中・高校生は無料）

［ところ］

●開 催 日：９月25日㈰ ※雨天決行
●集合場所・時間：各地区（バスにて送迎）　※右記参照
●参加資格：市民または市内勤務の人
●募集定員：先着40人
●持 参 品：弁当、飲み物、タオル、帽子、雨具（雨天の場合）
　※弁当を準備できない場合は１個500円で注文します。（要予約）
　　お茶はつきません。
　※足元が悪い場所を歩きますので、歩きやすい服装や靴でご参加く
　　ださい。
●申込方法：①名前 ②住所 ③電話番号 ④集合場所 ⑤弁当注文の有無
　※上記内容を電話、FAXまたはＥメールで申し込みください。
●申込期限：９月20日㈫ 午後５時

募 集 要 項

地 区 出発時間集 　 合 　 場 　 所

9：15

9：05

8：50

8：45

8：35

8：10

8：00

●集合場所・時間（各地区バスにて送迎）

8：25

到着時間

16：55

16：45

16：30

16：25

16：15

15：50

15：40

16：05

前浜海水浴場（交番前）加津佐

口之津庁舎前駐車場口之津

南有馬庁舎前バス停南有馬

北有馬保健センター北有馬

西 有 家 庁 舎西有家

有 家 庁 舎有  家

世 紀 の 泉布  津

深 江 庁 舎深  江

※到着時間については前後する可能性があります。

　知っているようで知らない私たちが住む南島原市のこと。
　南島原市では、市民の皆さんに多くの地域資源を知ってい
ただくため、「もっと南島原ツアー」と銘打って観光ツアーを
開催しています。第４弾としてジオツアーを開催します。
　多くの皆さんの参加をお待ちしています。

　知っているようで知らない私たちが住む南島原市のこと。
　南島原市では、市民の皆さんに多くの地域資源を知ってい
ただくため、「もっと南島原ツアー」と銘打って観光ツアーを
開催しています。第４弾としてジオツアーを開催します。
　多くの皆さんの参加をお待ちしています。

　知っているようで知らない私たちが住む南島原市のこと。
　南島原市では、市民の皆さんに多くの地域資源を知ってい
ただくため、「もっと南島原ツアー」と銘打って観光ツアーを
開催しています。第４弾としてジオツアーを開催します。
　多くの皆さんの参加をお待ちしています。

商工観光課 　☎０５０（３３８１）５０３２　℻０９５７（８２）３０８６
E-mail: kankou@city.minamishimabara.lg.jp　※詳細についてはお問い合わせください。

もっと南島原ツアー2011
第４弾 ジオツアー

ツアー参加者募集中‼ツアー参加者募集中‼ツアー参加者募集中‼
9 25日
開催

９月20日㈫ 締切
先着40人

申し込み・
お問い合わせ

龍 石 海 岸
＊西有家　11：45（30分）

布津・深江断層
11：05（10分）

大野木場砂防みらい館
＊深江　10：15（40分）

オリエンテーション
＊深江公民館 9：25（40分）

　 昼 　 食 　
＊口之津港緑地公園 12：35（40分）

早 崎 玄 武 岩
＊口之津 13：25（35分）

女島水中火砕岩
＊加津佐 14：15（30分）

　両　子　岩　
＊加津佐 15：00（40分）

画像提供：小坂文乃氏
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７
月
16
日
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
に
、
北
有
馬
ふ
れ
あ
い
交
流
広
場
で
行
わ
れ

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
皮
切
り
に
、
市
内
の
各
会
場
で
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
21
競
技
、
延
べ
約

３
千
人
が
「
南
島
原
の
夏
」
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
、
南
島
原
市
の
有
志
ら
が
、
南
三
陸
町
の
志

津
川
中
学
校
と
歌
津
中
学
校
で
、
南
島
原
市
特
産
の
そ
う

め
ん
約
２
千
食
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　
「
絆
フ
ェ
ス
タ
」
と
銘
打
ち
行
わ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、

太
鼓
の
演
奏
な
ど
も

行
わ
れ
る
な
ど
大
い

に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
被
災
者
ら

か
ら
は
、「
元
気
づ

け
ら
れ
た
。
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

１
日
も
早
い
復
興

を
心
か
ら
お
祈
り
し

ま
す
。

　

７
月
26
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
、
市
内
８
会
場
で
市
政

懇
談
会
が
行
わ
れ
、
藤
原
市
長
と
市
民
が
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
は
、
島

鉄
跡
地
の
利
活
用
へ

の
要
望
や
市
政
へ
の

提
言
な
ど
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
提
言

を
受
け
、
市
で
は
、

取
り
組
み
が
で
き
る

も
の
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
来

月
号
で
紹
介
す
る
予

定
で
す
。

　

市
内
各
地
で
、
夏
越
祭
り
が
行
わ
れ
、
市
民
は
縁
日
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
節
電
の
風
潮
な

ど
が
影
響
し
た
の
か
、
ど

こ
も
人
出
は
多
め
。
か
き

氷
や
金
魚
す
く
い
な
ど
で

涼
を
取
り
ま
し
た
。

　

有
家
町
の
温
泉
神
社
の

門
に
は
、
恒
例
の
茅
野
輪

が
設
置
さ
れ
、
訪
れ
た
市

民
ら
は
、
無
病
息
災
を

祈
っ
て
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
、
有
馬
小
学
校
の
６
年
生
ら
が
市
役

所
を
訪
れ
、
市
職
員
の
節
電
の
取
り
組
み
を
抜
き

打
ち
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　
「
出
張
！
有
馬
小
エ
コ
ロ
ー
ル
」
と
銘
打
っ
て

行
わ
れ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
西
有
家
庁
舎
、
有

家
庁
舎
、
南
有
馬
庁
舎
の
３
庁
舎
で
消
灯
な
ど
を

行
っ
て
い
る
昼
休
み
に
実
施
。
不
要
な
照
明
を
消

し
て
い
る
か
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
切
っ
て
い
る

か
、職
員
個
人
の
エ
コ
活
動
の
目
標
を
書
い
た
「
私

の
環
境
宣
言
」
を
机
に
提
示
し
て
い
る
か
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

検
査
の
結
果
、
パ
ソ
コ
ン
や
電
灯
な
ど
の
節
電

は
お
お
む
ね
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
私
の
環

境
宣
言
」
を
作
成
し
て
い
な
い
職
員
が
一
部
い
る

こ
と
が
判
明
。
市
で
は
、
結
果
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
節
電
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 　

７
月
16
日
、
17
日
の
両
日
、
口
之
津
港
一
帯
で
、

南
島
原
市
の
夏
の
始
ま
り
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
、

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
く
ち
の
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

島
原
半
島
ペ
ー
ロ
ン
大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら

９
チ
ー
ム
が
参
加
。
熱
戦
の
末
、
口
之
津
海
上
技

術
学
校
が
、
５
連
覇
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
な
る
花
火
大
会
に
は
、

多
く
の
観
客
が
湾
の
周

り
に
駆
け
つ
け
、
水
面

と
夜
空
を
彩
る
花
火
に

魅
了
さ
れ
て
い
る
様
子

で
し
た
。

　

海
の
町
口
之
津
町
ら

し
い
、
海
と
の
ふ
れ
あ

い
の
詰
ま
っ
た
２
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、
27
の
両
日
、
大
分
県
で
全
国
水
産
・
海
洋
高

校
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
大
会

が
行
わ
れ
、
国
立
口
之
津

海
上
技
術
学
校
が
、
昨
年

の
準
優
勝
に
続
き
、
初
の

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

口
之
津
海
上
技
術
学
校

の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　７月22日、ありえコレジヨホールで、第
61回「社会を明るくする運動」南島原市中
学生弁論大会が行われました。
　大会には、市内の各中学校の代表 16 人が
参加。今年は、東日本大震災と自分の生活を
振り返る生徒も少なくありませんでした。
　最優秀賞には、「平和の誓い」と題して発
表した、池田涼乃さん（北有馬中学校３年）
が選ばれました。池田涼乃さんは、７月29
日に長崎市サンプリエールで開催された県大
会に出場し、優秀賞を受賞しました。
　受賞した皆さん、おめでとうございました。
結果は次のとおりです。　　　ー敬称略ー　
＊最優秀賞  
・池田　涼乃（北有馬中学校３年）
　『平和の誓い』
＊優 秀 賞
・柏原　由紀乃（南有馬中学校３年）
　『私と地域をつなぐもの』
・酒井　佑樹（布津中学校２年）
　『子の主張』
・宮野　幹大（南有馬中学校３年）
　『天正遣欧少年使節団に学ぶ  』

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

〜 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

７
月
16
日
か
ら 

〜

市
長
と
市
民
が
懇
談

〜 

市
政
懇
談
会 

７
月
26
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で 

〜

ち
ゃ
ん
と
節
電
し
て
ま
す
か
？

市
内
各
地
で
夏
越
祭
り

〜 

有
家
夏
越
祭  

７
月
29
日
ほ
か 

〜

口
之
津
海
技
学
校
が
全
国
を
制
す

〜 

全
国
水
産
・
海
洋
高
校
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
大
会 

〜

〜 

市
役
所
に
小
学
生
が
節
電
検
査　
　
　

 

７
月
27
日 

〜

南
島
原
の
夏
、始
動
‼

〜 

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
く
ち
の
つ
２
０
１
１

７
月
16
日
・
17
日 

〜

そ
う
め
ん
で
夏
を
乗
り
切
っ
て
‼

〜 

絆
フ
ェ
ス
タ　

７
月
17
日 

〜

本
多
ア
サ
ユ
キ
さ
ん（
布
津
町
）

明
治
44
年
７
月
11
日
生
ま
れ

100歳おめでとうございます
 ～ いつまでもお元気で ～

～第61回社会を明るくする運動　　　
　　　　　南島原市中学生弁論大会～

池田涼乃さんが、最優秀賞

＊
カ
ッ
タ
ー
と
は
、
手
こ
ぎ

　

の
ボ
ー
ト
に
14
人
が
乗
り

　

込
み
、
千
メ
ー
ト
ル
の
タ

　

イ
ム
を
競
う
競
技
。

児童らは熱心に聞き取りなどを行いました
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お問い合わせは
南島原市役所
☎050-3381-5000
＊省略文字説明
　と：日　時　ば：場　所
　な：内　容　定：定　員
　り：料　金　対：対象者
　し：応募締め切り
　も：申し込み方法
　問：申し込み・お問い合わせ

広　告

市
営
住
宅
入
居
者

●
募
集
団
地

・
布　

津　

新
田
団
地　
（
２
戸
）

・
有　

家　

鬼
塚
団
地　
（
１
戸
）

・
南
有
馬　

新
砂
原
団
地（
１
戸
）

・
口
之
津　

白
浜
団
地　
（
１
戸
）

・
加
津
佐　

愛
宕
団
地　
（
３
戸
）

・
加
津
佐　

旭
団
地　
　
（
３
戸
）

・
加
津
佐　

泉
が
丘
団
地（
１
戸
）

※

こ
れ
以
外
に
、
追
加
募
集
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間

９
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬

●
入
居
資
格
条
件
／
収
入
の
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
こ
ち
ら
の
指

定
す
る
条
件
を
全
て
満
た
す
人

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
入
居
者
の
決
定
／
資
格
要
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集
戸

数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開
抽
選

を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日
／
９
月
21
日
㈬ 

午
後

２
時　

南
有
馬
庁
舎

お 

都
市
計
画
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
６
７

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事
業
文
書

セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

●
募
集
人
員
／
１
人

●
勤
務
内
容
／
施
設
管
理･

環
境

整
備
業
務
、
文
書
整
理･

文
書
管

理
な
ど

●
勤
務
地
／
南
島
原
市
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
事
業
文
書
セ
ン
タ
ー
（
旧
口

之
津
第
二
小
学
校
。所
属
は
総
務

課
と
な
り
ま
す
）

●
賃
金
／
時
給
８
０
０
円

●
雇
用
条
件
／
社
会
保
険
・
雇
用

保
険
あ
り

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間
／
週

５
日（
土
、日
、祝
日
、年
末
年
始
を

除
く
）、午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５

時
15
分（
う
ち
７
時
間
30
分
勤
務
） 

●
雇
用
期
間
／
10
月
３
日
〜
平
成

24
年
３
月
31
日

●
申
込
期
限
／
９
月
15
日
㈭
必
着

●
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
の
市
内

在
住
者
で
、
普
通
自
動
車
免
許
を

有
す
る
人
。
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
）
初
級
程
度
、
草
刈
機

使
用
経
験
者

※
過
去
に
緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
雇
用

さ
れ
た
期
間
と
今
回
の
６
カ
月
を
合

わ
せ
て
12
カ
月
を
越
え
な
い
人

●
試
験
／
面
接

※

日
時
、場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

も 

市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼

付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状（
＊
注
）

を
同
封
し
、「
文
書
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
申
込
」
と
朱
書
き
し
た
封
筒

に
入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
持
参
可
）。

※

こ
の
募
集
に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
﹇
☎
０
９
５
７（
６
３
）８
６

０
９
﹈
か
ら
の
紹
介
状
が
必
要

で
す
。
事
前
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

お 

総
務
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
２
０

〒
８
５
９
ー
２
２
１
１　

南
島
原
市

西
有
家
町
里
坊
96
番
地
２

南
島
原
市
電
話
交
換
手（
臨
時

職
員
）

●
募
集
人
員
／
１
人

●
業
務
内
容
／
電
話
交
換
業
務
・

文
書
事
務
な
ど
の
補
助

●
賃
金
／
時
給
７
０
０
円

●
勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
週
５
日

（
土
、日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
う
ち
７
時
間
45
分
勤
務
）

●
雇
用
期
間
／
10
月
24
日
〜
平
成

24
年
３
月
31
日

●
申
込
期
限
／
９
月
26
日
㈪ 

必
着

●
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
で
市
内

在
住
の
人
。
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
な
ど
）
の
基
本
操
作
が

で
き
る
人

●
試
験
／
面
接

※
日
時
、場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

も 
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
南
島

原
市
臨
時
職
員
（
電
話
交
換
手
）

申
込
」
と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入

れ
て
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
持

参
可
）。

お 

総
務
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
２
０

〒
８
５
９
ー
２
２
１
１　

南
島
原
市

西
有
家
町
里
坊
96
番
地
２

生
活
環
境
保
全
推
進
員（
臨
時

職
員
）

●
募
集
人
員
／
４
人

●
勤
務
内
容
／
不
法
投
棄
パ
ト
ロ

ー
ル
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
、
引
取
犬
の
回
収
な
ど

●
賃
金
／
時
給
７
０
０
円

●
保
険
適
用
／
社
会
保
険
、
雇
用

保
険
あ
り

●
勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
週
５
日

（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
雇
用
期
間
／
10
月
１
日
〜
平
成

24
年
２
月
29
日

●
申
込
期
限
／
９
月
９
日
㈮ 

必
着

●
応
募
資
格
／
普
通
自
動
車
免
許

以
上
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

が
で
き
る
人（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
）

●
試
験
／
面
接

※

日
時
、場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

も 

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
（
写
真
貼
付
）
し
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状
と
と
も

に
、「
生
活
環
境
保
全
推
進
員
申

込
」
と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入
れ

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
持
参
可
）。

お 

環
境
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
４
１

〒
８
５
９
ー
２
２
１
１　

南
島
原
市

西
有
家
町
里
坊
96
番
地
２

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
吏
員

●
募
集
人
員
／
消
防
吏
員　

各
若

干
名

・
試
験
区
分
Ａ…

大
卒
程
度

・
試
験
区
分
Ｂ…

高
卒
程
度

・
試
験
区
分
Ｃ…

救
急
救
命
士
の

資
格
を
有
す
る
人

・
試
験
区
分
Ｄ…

消
防
吏
員
の
経

験
が
５
年
以
上
あ
る
人

※

試
験
区
分
お
よ
び
受
験
資
格
に

お
け
る
生
年
月
日
、
所
有
す
る

資
格
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
採
用
予
定
日
／
平
成
24
年
４
月

１
日

◆
試
験
（
試
験
区
分
Ａ
〜
Ｃ
）

・
第
１
次
試
験

と 

10
月
23
日
㈰

ば 

島
原
第
二
中
学
校

な 

学
力
試
験（
教
養
、
適
正
）、
体

力
試
験

※

第
２
次
試
験
の
日
程
な
ど
は
、

第
１
次
試
験
後
に
通
知
す
る
。

（
作
文
、
面
接
、
身
体
検
査
）

◆
試
験
（
試
験
区
分
Ｄ
）

小
論
文
・
面
接
試
験

と 

10
月
22
日
㈯

ば 

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部

な 

小
論
文
・
面
接
試
験

●
受
付
期
間
／
９
月
５
日
㈪
〜
９

月
30
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

も 

申
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
総

務
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
総
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
票
は
、

試
験
日
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※

採
用
後
は
、
島
原
地
域
広
域
市

町
村
圏
組
合
消
防
本
部
の
管
轄

区
域
内
に
居
住
で
き
る
人

お 

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組

合 

消
防
本
部
総
務
課

☎
０
９
５
７
（
６
２
）
７
７
１
１

〒
８
５
５
ー
０
０
３
３　

島
原
市
新

馬
場
町
９
７
２
番
地
２

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

●
講
師
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
死
遺
族

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｒ
ｅ　

代
表

山
口　

和
浩
氏

●
演
題
／
「
生
き
づ
ら
さ
に
つ
い

て
語
ろ
う
」

と 

９
月
16
日
㈮　

午
後
７
時
〜

８
時
30
分

ば 

有
家
保
健
セ
ン
タ
ー

り 

無
料

も 

不
要

お 

福
祉
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
５
１

自
死
遺
族
の
つ
ど
い（
み
な
み

風
の
会
）

　

こ
の
会
は
、
大
切
な
人
が
自
ら

命
を
絶
た
れ
、
残
さ
れ
た
方
々
が
、

寄
り
添
い
あ
い
語
り
合
う
こ
と
を

通
し
て
悲
し
み
を
分
か
ち
合
い
、

共
に
支
え
合
う
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

　

会
で
の
会
話
は
一
切
外
へ
知
ら

れ
な
い
ル
ー
ル
で
す
。
安
心
し
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と 

９
月
17
日
㈯

ば 

有
家
保
健
セ
ン
タ
ー

り 

無
料

対 

自
死
（
自
殺
）
で
大
切
な
方
を

亡
く
し
た
人

も 

不
要

お 

福
祉
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
５
１

南
島
原
市
地
域
包
括
ケ
ア
研

究
発
表
会

~

多
職
種
連
携
の
事
例~

　

医
療
や
福
祉
な
ど
に
携
わ
る
職

員
が
、
毎
日
の
活
動
の
中
で
研
究

し
た
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と 

９
月
22
日
㈭ 

午
後
７
時
〜
９

時
ば 

あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

な 

①
基
調
講
演
／
②
事
例
発
表

（
４
事
例
） 

地
域
の
医
療･
保
健･

福
祉･

介
護
に
携
わ
る
職
員
に
よ

る
研
究
発
表

も 

不
要

お 

南
島
原
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
９
５
７
（
８
４
）
２
６
３
３

無
料
調
停
相
談
会

　

調
停
委
員
が
、
民
事
・
家
事
問

題
に
関
す
る
調
停
の
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

※

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

と 

10
月
１
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

ば 

島
原
市
霊
丘
公
民
館

●
相
談
事
項
／
民
事
関
係
（
金
銭

貸
借
、
交
通
事
故
な
ど
）、
家
事

関
係
（
離
婚
、
遺
産
相
続
な
ど
）

も 

不
要

問 

長
崎
地
方
裁
判
所
島
原
支
部

☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
１
５
１

募
　
　
　
　
集

お  

知  

ら  

せ
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＊省略文字説明
　と：日  時　ば：場  所
　な：内  容　定：定  員
　り：料  金　対：対象者
　し：応募締め切り
　も：申し込み方法
　問：申し込み・お問い合わせ

広　告

平
成
23
年
度
動
物
愛
護
週
間

　

９
月
20
日
か
ら
26
日
は
動
物
愛

護
週
間
で
す
。
島
原
獣
医
師
会
で

は
、
子
犬
の
譲
渡
会
や
犬
の
健
康

相
談
な
ど
の
催
し
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

と 

９
月
25
日
㈰　

午
後
３
時
〜

５
時
（
小
雨
決
行
）

ば 

県
南
保
健
所
（
島
原
市
新
田

町
３
４
７
番
地
９
）

※

譲
渡
会
で
子
犬
の
譲
渡
を
希
望

す
る
人
は
、
事
前
に
長
崎
県
県

南
保
健
所
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
譲
渡
会
参
加
の
注
意
点

・
生
後
２
カ
月
以
上
の
飼
い
犬

・
健
康
な
犬
（
当
日
、
獣
医
師
が

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
い
ま
す
）

※

譲
渡
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

飼
い
主
が
連
れ
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
午
後
３
時…

開
会

・
午
後
３
時
15
分
〜
３
時
40
分

講
話
「
犬
の
疾
病
予
防
と
管
理
」

講
話
「
盲
導
犬
に
つ
い
て
」

・
午
後
３
時
40
分
〜
５
時

子
犬
の
養
子
縁
組
（
投
票
・
抽

選
）、
犬
の
健
康
相
談

問 

環
境
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
４
１

長
崎
県
県
南
保
健
所

☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
２
８
８

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ま
へ

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

こ
れ
は
、
先
の
大
戦
で
父
を
亡

く
す
な
ど
の
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
行
う
も
の
で
、
旧
戦
域

を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
い
ま
す
。

●
参
加
資
格
／
戦
没
者
の
遺
児

●
参
加
費
／
10
万
円

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お 

㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３（
３
２
６
１
）５
５
２
１

最
低
賃
金
に
関
す
る
相
談

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
の
影
響

が
大
き
い
中
小
企
業
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
す
。
経
営
面
と
労
働
面

の
両
方
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

料
金
は
無
料
、秘
密
は
順
守
し
ま
す
。

お 

県
央
最
低
賃
金
相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー

☎
０
９
５
７
（
２
６
）
２
４
８
６

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
崎
労
働
局

http://nagasaki-roudouky
oku.jsite.m

hlw
.go.jp/

長
崎
県
社
会
保
険
労
務
士
会

http://w
w
w
.sr-nagasaki.o

r.jp/業
務
改
善
助
成
金

　

事
業
場
内
の
最
も
低
い
時

間
給
を
計
画
的（
４
年
以
内
）

に
８
０
０
円
以
上
に
引
き
上

げ
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、

賃
金
引
き
上
げ
に
資
す
る
業

務
改
善
の
た
め
の
経
費
な
ど

の
２
分
の
１
（
上
限
１
０
０

万
円
）
を
支
援
し
ま
す
。

＊
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
確
認
い
た
だ
く
か
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お 

長
崎
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室

☎
０
９
５（
８
０
１
）０
０
３
３

イ
ベ
ン
ト
用
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

貸
し
出
し
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
用
と
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

お 

教
育
委
員
会 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
８
４

ま
た
は　
健
康
対
策
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
１
４
１

ア
ジ
ア
の
ジ
オ
パ
ー
ク

　

ア
ジ
ア
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
を

有
す
る
８
つ
の
国
と
地
域
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
７

カ
国
34
カ
所
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
に
は
14
カ

所
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
４
カ
所
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
２
回 

ア
ジ
ア
太
平
洋

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
が
開
催
さ
れ
る
！

　

７
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
で
ア
ジ
ア

と
太
平
洋
周
辺
の
ジ
オ
パ
ー
ク

の
関
係
者
が
集
い
、「
ジ
オ
パ

ー
ク
と
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発

展
の
た
め
の
行
政
と
そ
の
つ
な

が
り
」、「
ジ
オ
パ
ー
ク
と
ジ
オ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
を
目
的
と

し
た
地
域
社
会
の
関
わ
り
」
な

ど
に
つ
い
て
、
発
表
や
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
発
表
の
中
で
、
ベ
ト
ナ

ム
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
発
表
し
た

「E-G
uide

（
Ｅ
ガ
イ
ド
）
シ

ス
テ
ム
」
が
画
期
的
で
印
象
的

で
し
た
。
こ
れ
は
、
多
く
の
人

が
持
っ
て
い
る
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き

ポ
ー
タ
ブ
ル
端
末
（
携
帯
電
話
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
、Ｐ
Ｄ
Ａ
な

ど
）
を
使
っ
て
、
旅
行
者
に
対

し
て
ジ
オ
サ
イ
ト
の
説
明
や
道

案
内
を
行
え
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
訪
れ
る

旅
行
者
や
教
育
関
係
者
を
支
援

す
る
新
し
い
道
具
（
ツ
ー
ル
）

と
し
て
、
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
国
際
会
議
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
き
ま
し
た
！

　

ベ
ト
ナ
ム
で
の
会
議
で
、
来

年
開
催
さ
れ
る
『
ジ
オ
パ
ー
ク

国
際
会
議
』
の
周
知
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。「
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
！
」
と
多
く
の
海
外
の
参

加
者
か
ら
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
来
年
５
月
に
島
原
半

島
で
行
わ
れ
る
国
際
会
議
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　ベトナムの首都ハノイから北へ約500㎞、ベトナム北部のハガン省
に位置し、北側は中国との国境と接しています。海抜1400～1600m
ほどの高台にあり、総面積は2,346㎢（島原半島（459.52㎢）の約５倍）
あります。その敷地の８割が石灰石の地質からなり、400～600万年前
の生物の化石なども多数見つかっています。2010年３月10日に、ベト
ナム初、東南アジアで２番目の世界ジオパークに認定されました。（１
番目は、マレーシア　ランカウイ島）

ベトナム／ドン・バン・カルスト台地世界ジオパーク
（Dong Van Karst Plateau Global Geopark）

お  

知  

ら  
せ

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
　

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

平
成
23
年
７
月
分

　

次
の
方
か
ら
、
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　

ー
敬
称
略
ー　

▼
一
般
寄
附

・
高
原　

數
盛（
深
江
町
）

・
松
本　

秀
敏（
加
津
佐
町
）

▼
教
育
寄
附

・
梶
原　

秀
秋（
西
有
家
町
）

・
金
﨑
十
三
子（
有
家
町
）

・
協
同
組
合
北
有
馬
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
パ
ロ
ス（
北
有
馬
町
）

世界に羽ばたく島原半島世界ジオパーク

～ 世界のジオパークが島原半島に集う⑤ ～島原半島世界ジオパーク
キャラクター「ジーオくん」

島原半島世界ジオパークを楽しむために
お 島原半島ジオパーク推進連絡協議会
　 ☎0957（65）5540　FAX0957（65）5542
　 URL: http://www.unzen-geopark.jp/
　 E-mail： info@unzen-geopark.jp

特集　世界のジオパーク①

E-Guide システムの様子（タブレットPC） E-Guide システムの様子

→
Ｐ
Ｒ
の
様
子
（
左
か
ら
高
田
南
島
原

　
副
市
長
、雲
仙
市
長
、島
原
市
副
市
長
）
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　今年の10月で18周年を迎える口之津図書館は、遠くからでもよくみえる
３階建てのピンクの建物です。１階は児童書・新聞・雑誌コーナー、２階は
一般書、３階はホールになっており、約10万１千冊の本を所蔵しています。
　明るく活気ある図書館を目指しています。探している本などありましたら
気軽にお尋ねください。職員一同、笑顔で皆さんのご来館をお待ちしています。

▼加津佐図書館
・『大活字本の展示』
　９月１日㈭～10月31日㈪
・『アメリカってどんなとこ？』 
　９月10日㈯　10時30分～
・『コーティング講習会』 
　９月23日㈮　13時～15時

▼西有家図書館
・蔵書点検のため休館します 
　９月９日㈮～16日㈮

後
列
左
か
ら　
館
長
の
田
口
克
哉
、

　
　
　
　
　
　
生
駒 

由
美
、
石
橋
真
夕

前
列
左
か
ら　
大
野
宏
子
、
江
里
口
律
子
、

　
　
　
　
　
　
横
見
澄
香 

の
６
人
で
す
。

・返却期限を守りましょう。
・携帯電話、ゲーム機などの使用、飲食は禁止しています。
・大声で話したり、走りまわるなど、他の利用者に迷惑が掛かるこ
とはやめましょう。
・図書館の本、ＣＤ、ＤＶＤなどは、大切に扱いましょう。
・手にとって本を選んだけれど、戻す場所がわからなくなったよう
な場合は、職員に渡してください（違う場所に戻すのはおやめください）。
・利用カードをお持ちの人で、住所や電話番号を変更された場合は
ご連絡ください。
・借りたい本がある人は必ず貸出処理をして下さい。
 （雑誌や本の盗難が増えています）

気持ちよく利用できるようマナーを守りましょう。

『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
大
切
な一日
』

重
松　

清
／
作

　

工
作
機
械
を
作
る
工
場
に

勤
め
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
定
年
退
職
す
る
日
、
孫
の

エ
リ
カ
は
工
場
を
見
学
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
今
ま
で
ゲ

ー
ム
機
を
大
切
に
し
な
か
っ

た
エ
リ
カ
だ
っ
た
が…

。

『
心
を
整
え
る
』

長
谷
部　

誠
／
作

　

心
は
鍛
え
る
も
の
で
は
な

く
、
整
え
る
も
の
。
い
か
な

る
と
き
も
安
定
し
た
心
を
備

え
る
こ
と
が
、
常
に
力
と
結

果
を
出
せ
る
秘
訣
だ…

。
誰

も
が
実
践
で
き
る
メ
ン
タ
ル

術
を
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手

の
長
谷
部
誠
が
つ
づ
る
。

●募集内容
・料理はおかず１品とします。
・必ずイモ類と赤い野菜を使ってください。
・４人分を20分以内で調理できるものとします。
・４人分の食材費は1,000円以内とします。
・応募は、１人（１団体）２作品までとします。

●応募資格
①市内在住の個人及び団体（中学生以上）
②書類審査に通過した場合、最終審査時に展示品を準
　備できる人

●応募方法
指定の応募用紙（A3用紙）に必要事項を書いて、健康
対策課に持参してください（郵送可）。
※応募用紙は健康対策課に備えているほか市ホーム
ページからもダウンロードできます。

●応募方法　10月７日㈮（必着）
●選考方法
一次審査で、10作品を選出したのち、南島原市健康福
祉まつりでの投票により順位を決定します。

●発表・賞品
入賞作品は、広報紙やホームページなどで発表し、入
賞者には記念品を贈ります。

●その他　応募作品に係る一切の権利は市に帰属するも
のとし、応募書類は返却しません。なお、作品を一部
改変して使用することがあります。入賞者の住所の一
部と氏名を公表します。

●応募先およびお問い合わせ
　〒859-2211　南島原市西有家町里坊96番地2
　健康対策課　☎０５０（３３８１）５１４１

●応募資格　市内在住の人

●応募条件
①１枚の応募用紙には１作品まで（複数応募可）
②応募作品は、自作で未発表のものに限ります。

●応募方法
応募作品に、住所、氏名（ふりがな）、年齢、
電話番号を明記して、健康対策課または各支所
に持参するか、健康対策課あて、郵便、ファッ
クス、Ｅメールで応募ください。
※様式不問（参考様式を健康対策課、各支所、
　ホームページに準備しています）

●応募締切　10月７日㈮（当日消印有効）
●選考方法
一次審査後、南島原市健康福祉まつりでの投票
により入賞の１０作品を決定します。

●発表・賞品
入賞作品は、広報紙やホームページなどで発表
し、入賞者には記念品を贈ります。

●その他　応募作品に係る一切の権利は市に帰属
するものとし、応募書類は返却しません。なお、
作品を一部改変して使用することがあります。
入賞者の住所の一部と氏名を公表します。

健
康
は

　
　
自
分
に
贈
る

　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

９月の各図書館行事とお知らせ

児童書

図書館紹介『口之津図書館』

vol.63vol.63vol.63

南島原市口之津町丙2092番地1

自伝

【お問い合わせ】
＊詳しいことは、館内ポス
　ターや各図書館でご確認
　ください。

加津佐図書館　☎050（3381）5119
口之津図書館　☎050（3381）5186
原城図書館　☎050（3381）5078
西有家図書館　☎050（3381）5155
有家図書館　☎050（3381）5046
深江図書館　☎050（3381）5125

図書館からのお願い

毎回、楽しいアイデア満載の提案がある朝ごはんコンテスト。
今回は、「ごはんがすすむヤサイ料理」と題して、イモ類と赤い
野菜を使った朝ごはんを募集します。

今回のテーマは…

～ごはんがすすむヤサイ料理～ 地元野菜に感謝！

問 健康対策課　〒859-2211 南島原市西有家町里坊96番地２
　 ☎０５０（３３８１）５１４１　℻０９５７（８２）３０８６
　 Ｅメール：kenkoutaisaku@city.minamishimabara.lg.jp

生活習慣等を見つめ直すきっかけづくりとして、健康をテーマに川柳を募集します。
皆さんが、健康について普段から気をつけていること、行っていること、元気のひけつなどを川柳にして
お気軽に応募してください。

　南島原市では、未来を担う新成人の前途を祝い、励ますことを目的に、
「平成24年 南島原市成人式」を開催します。
　新成人となる皆さん、ぜひご参加ください。
対 平成３年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた人で南島原
市に居住している人、または過去に南島原市（旧町を含む）に居住し

たことがある人で参加を希望する人

問 教育委員会 生涯学習課　☎０５０（３３８１）５０８２

と 平成24年１月４日㈬ 午前11時～
ば ありえコレジヨホール南島原市 成人式平成24年

近藤 奈美江さん（西有家町）近藤 奈美江さん（西有家町）近藤 奈美江さん（西有家町）

前回の最優秀賞作品前回の最優秀賞作品前回の最優秀賞作品

おはようさん  SUN！
プレート
おはようさん  SUN！
プレート
おはようさん  SUN！
プレート

朝ごはんコンテスト朝ごはんコンテスト朝ごはんコンテスト
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休日在宅当番医 電話番号 町 名日

11
日

４
日

87ｰ2121渡 邉 歯 科 医 院 加津佐町

62ｰ4361はらぐち歯科医院 島原市

64ｰ5077ま き 歯 科 島原市

87ｰ3163山 崎 歯 科 医 院 加津佐町

86ｰ2205渡 部 眼 科 医 院 口之津町

82ｰ2430いその産婦人科 西有家町

62ｰ1180宮 﨑 歯 科 医 院 島原市
18
日

87ｰ2263田 口 歯 科 医 院 加津佐町

65ｰ7100北有馬クリニック 北有馬町

72ｰ2017泉 川 病 院 深江町

※変更になる場合がありますので、
　必ずお電話でご確認ください。

62ｰ2901い な だ 歯 科 島原市
19
日

88ｰ3215馬 場 歯 科 医 院 南串山町

86ｰ3226哲 翁 病 院 口之津町

82ｰ2225内 田 医 院 西有家町

62ｰ4427寺田歯科診療所 島原市
23
日

88ｰ3800広 田 歯 科 医 院 南串山町

85ｰ3508浦 上 病 院 南有馬町

72ｰ2023明島整形外科医院 布津町

62ｰ7300み や ざ き 歯 科 島原市
25
日

74ｰ5100萩 尾 歯 科 医 院 小浜町

86ｰ4523山北クリニック 口之津町

72ｰ5000し ろ の 医 院 深江町

85ｰ2152中 村 医 院 南有馬町

72ｰ2802池 田 医 院 布津町

　事　業　名　 受 付 時 間 場  所（保健センター）実  施  日

20日㈫ 布 津

22日㈭ 有 家

26日㈪ 北 有 馬

28日㈬ 口 之 津

乳 児 相 談

２～３カ月 10：00～10：15
６～７カ月 13：00～13：15
10～11カ月 14：30～14：45

（布津・有家）
10～11カ月 14：00～14：15
（北有馬・口之津）

　事　業　名　 時 間 場　　　所実  施  日

健 康 相 談

集 団 健 診

１日㈭ 布津保健センター△

9：30～12：00
７日㈬ 深 江 公 民 館☆

９日㈮ 北有馬保健センター△

12日㈪ 有家保健センター☆

22日㈭ 加津佐保健センター△

27日㈫ 原城オアシスセンター△

20日㈫ 口之津保健センター☆

21日㈬ 西有家保健センター△

※祝日は、前日のテープが流れます。

火
水
木
金
土・日

月 めまい

子どもの救急シリーズ① 発熱
腰痛の運動療法

翼状片
せん妄
性　病

9月 健康テレホンサービス

0120（555）203

２歳児歯科健診 13日㈫ 有 家

９日㈮ 口 之 津

14日㈬ 有 家

15日㈭ 北 有 馬

２日㈮ 布 津

パパママサロン
5日㈪ 口 之 津13：20～13：30

（教室時間：約２時間）

11日㈰ 有 家9：50～10：00
（教室時間：約２時間）

12：30～12：45
（接種時間：約１時間）

１日㈭ 北 有 馬

16日㈮ 有 家
12：30～12：45

12：30～12：45

10：00から
「お手軽運動」が
あります。

△ビデオによる運動
☆健康運動指導士に
　よる運動

年齢制限なし
申し込み不要

事　業　名 受 付 時 間 場　　　所実  施  日

布津保健センター

原城オアシスセンター

１日㈭、２日㈮
３日㈯

５日㈪、６日㈫
７日㈬

12：30～14：30

12：30～14：30

8：00～11：00

８日㈭

8：00～11：00９日㈮

8：00～11：0010日㈯

12：30～14：3012日㈪

9：00～15：00

9：00～15：00

１日㈭

住民健康診査 ※各健診の対象年齢や個人負担金などは、個人に配布する
　通知で確認してください。

健 診 結 果
説 明 会

事　業　名 受 付 時 間 場　　　所実  施  日

有家保健センター※1

北有馬保健センター※2

加津佐保健センター※3

２日㈮、５日㈪
６日㈫　　　　

８日㈭、９日㈮
12日㈪、13日㈫
14日㈬、15日㈭
16日㈮ 　　　　

9：00～15：00

健診結果説明会 ～がん検診のみの受診者の受診結果は郵送します～

１歳６カ月児健診

布 津 世 紀 の 泉

　すぐにかんしゃくを起こす、遊びから切り替えら
れない、身支度が進まない…などの子どもの困った
行動や様子に不安を感じたり、それを怒ってしまう
自分に落ち込むことは、子育てしたことのある人な
ら誰もが経験することです。
　子育てほっとサロンでは、不安や悩みを一緒に考
え、上手なほめ方や叱り方のコツを教えます。子育
てで不安や悩みのある人は、ぜひご参加ください。

対 ５歳～10歳程度の子どもを持つ保護者（全６回参加可能な人）
と 10月７日、28日、11月４日、25日、12月９日、16日
　 午後1時30分～3時30分（計６回。いずれも金曜日）
ば 西有家保健センター
定 ７人（先着順）
り 無料
お こども未来課　☎０５０（３３８１）５０５０
　 Eメール： k-hoken@city.minamishimabara.lg.jp

子育てほっとサロン（ペアレントトレーニング事業）参加募集

ポリオ予防接種

当  番  医  診療時間：午前９時～午後５時
当番歯科  診療時間：午前９時～正午

休日在宅
当番（歯科）医

保健事業のご案内 ９月 ９月

※対象年齢などは、別途配布している「母子保健事業のお知らせ」を
　ご覧ください。母子保健

●『母子保健』のお問い合わせ こども未来課  ☎050（3381）5050

健康相談 ～血圧測定、体組成測定、食生活や健康面で気になることの相談など～

●『健康相談／住民健康診査／健診結果説明会』のお問い合わせ
　健康対策課  ☎050（3381）5141

※医療機関での『個別健診』を受ける人は、指定医療機関に連絡し、必要書類を持って
　受診してください（平成24年２月29日まで）。

※場所の例：有家 → 有家保健センター

※１ ６月に有家保健センターで健診を受けた人
※２ ７月に北有馬保健センターで健診を受けた人
※３ ７月に加津佐保健センターで健診を受けた人

長 寿 祝 金
　当該年度内に１００歳になる人に対
し、誕生日以降に市長がお祝いに伺い
ます。お祝状、お祝金、花束などをお
贈りしています。
・平成21年度…１９人
・平成22年度…１０人

敬 老 祝 金
　満88歳になる人（基準日は９月１
日）に対し、お祝金１万円を口座振り
込みまたは現金でお渡しします。支給
日は、毎年９月17日です。その日が、
土、日、祝日の場合は17日以降の最
初の営業日になります。（本年はこれ
に該当しますので、支給日が20日に
なります）
・平成21年度…３０４人
・平成22年度…２７５人

最高齢者訪問
　当該年度内での最高齢者に対し花束
を持参し、市長がお祝いに伺います。

金婚式
　毎年１月１日現在で婚姻期間が50
年を経過したご夫婦に対し、お祝状な
どをお贈りします。
※窓口での本人申請になりますので、
申し込みをお忘れなく！
・平成21年度…１１０組
・平成22年度…１０１組
※金婚式以外の各行事の対象者に対し
ては、直接、市から個別に連絡を
します。

敬老祝金を支給します
●支給対象者／大正11年９月
２日～大正12年９月１日生
まれの人
●支給日／９月20日㈫
　口座振込または現金

　　毎年９月は　　
「老人福祉月間です」
～皆さんへ日ごろの感謝を込めて～
問 福祉課 ☎050（3381）5051
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平成23年７月末日現在

51,981（－38）

24,327（－17）

27,654（－21）

18,686（＋８）

９月 10月

問  企画振興課 ☎050（3381）5030

現金寄附4,456万247円 寄贈品（６件） 3,550万円相当現在累計
（平成23年７月末日現在）

●「無料法律相談」「行政書士相談会」の
予約は、市民相談センター（人権・男
女共同参画室内） ☎0957（82）
3010 に電話で申し込んでくださ
い。

●「行政相談」は、秘書広報課 ☎050
（3381）5001 にお問い合わせく
ださい。

●「年金相談」の予約は、保険年金課 
☎050（3381）5039 に電話で
申し込んでください。
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●行政相談  ありえコレジヨホール　17：30～19：00

●行政相談  ありえコレジヨホール　17：30～19：00

20㈫
●行政相談  深江ふれあいの家　13：00～16：00
　西有家老人福祉センター　10：00～12：00
　北有馬ピロティー文化センター日野江  10：00～12：00
　加津佐公民館  13：00～16：00

7㈬
●行政相談  布津公民館　13：00～16：00
　西有家老人福祉センター　10：00～12：00
　原城オアシスセンター　10：00～12：00

5㈬
●行政相談  布津公民館　13：00～16：00
　西有家老人福祉センター　10：00～12：00
　原城オアシスセンター　10：00～12：00

21㈬
●行政相談  ありえコレジヨホール　17：30～19：00
●無料法律相談（民事・刑事・行政・訴訟関係） ＊要予約
　布津公民館　13：00～17：00

2㈮ ●無料法律相談（民事・刑事・行政・訴訟関係） ＊要予約
　市民相談センター　13：00～17：00

25㈰ ●もっと南島原ツアー2011 ＊詳細P13
　第４弾 ジオツアー

28㈬ ●行政書士相談会（相続・遺言・境界・農地転用・不動産関係）
　＊要予約　加津佐総合福祉センター　13：00～17：00

●年金相談 ＊要予約　北有馬庁舎　10：00～15：00

●敬老の日

●秋分の日

●こころの健康づくり講演会　有家保健センター
　19：00～20：30　＊詳細P17

９月１日～30日がん征圧月間

９月１日～30日健康増進普及月間

９月１日～30日
食生活改善普及運動

９月24日～30日
結 核 予 防 週 間

　市とイオン環境財団の共催により、11月23日「第２回南島原
植樹」を実施します。今回、植樹いただくボランティアを募集し
ます。団体、個人は問いません。
　森を育てたい、水を守りたい、という皆さんの申し込みをお待
ちしています。

も 電話、ファックス、Eメールなどで①参加者氏名②連絡先③住
所などをお知らせいただくか、企画振興課、市民サービス課ま
たは、各支所および市のホームページにある申込書で申し込ん
でください。

問 企画振興課 ☎050（3381）5030　℻0957（82）3086
　 E メール： kikaku@city.minamishimabara.lg.jp

（勤労感謝の日）

あなたも植樹に参加しませんかあなたも植樹に参加しませんか

9月は、国民健康保険税（第２期）
の納期月です
※納期限は、９月30日㈮となっています。　
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